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二
月
九
日
（
金
）
～
十
日
（
土
）

の
二
日
間
、
同
友
会
事
務
所
・
会
議

室
を
会
場
に
「
第
二
十
八
期
経
営
指

針
を
つ
く
る
会
・
発
表
会
」
を
開
催
。

昨
年
八
月
か
ら
の
約
半
年
間
、
全
六

講
に
及
ぶ
研
修
の
集
大
成
と
し
て
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び
合
い
、
会

社
の
将
来
と
真
剣
に
向
き
合
い
な
が

ら
ま
と
め
上
げ
た
「
経
営
指
針
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
友
会
の
中
心
的
な
活
動

の
一
つ
で
あ
る
「
経
営
指
針
の
成
文

化
と
実
践
」を
広
く
啓
蒙
す
る
た
め
、

今
期
の
発
表
会
も
例
年
ど
お
り
広
く

見
学
者
を
募
集
。
経
営
指
針
に
高
い

関
心
を
持
つ
方
、
来
期
の
受
講
を
前

向
き
に
考
え
て
い
る
方
な
ど
、
県
内

全
域
か
ら
多
数
の
見
学
者
が
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

　

発
表
・
質
疑
応
答
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
含
め
て
一
社
概
ね
六
〇
分
の
持
ち

時
間
を
使
い
、
経
営
理
念
に
込
め
ら

れ
た
思
い
、
今
後
の
方
向
性
を
指
し

示
す
経
営
方
針
、
数
値
・
行
動
に
ま

で
落
と
し
込
ん
だ
経
営
計
画
を
発
表

し
て
い
っ
た
参
加
各
社
。
企
業
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
い

変
化
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
の
参
加
者
か
ら
も
「
絶
対
に
良
い

会
社
に
す
る
」
と
い
う
強
い
意
志

が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ

る
、
中
身
の
濃
い
経

営
指
針
の
発
表
と
な

り
ま
し
た
。

　

丸
二
日
間
、
二
十

社
が
発
表
を
行
う

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
自
社
の
発
表
時

間
だ
け
で
な
く
、
他

社
の
指
針
書
や
取
り

組
み
か
ら
も
多
く
の

学
び
が
得
ら
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。「
学

ぶ
こ
と
は
マ
ネ
る
こ

と
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
他
社
の
良
い

部
分
を
参
考
に
し
つ

つ
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
者
レ
ポ
ー
ト
に
は
「
自
社
に

何
が
足
り
な
い
か
、
何
を
す
べ
き
か

を
理
解
で
き
た
。
よ
う
や
く
経
営
者

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
よ
う

に
思
う
」「
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
苦
労

す
る
も
、
一
応
の
カ
タ
チ
に
は
な
っ

た
。
今
後
も
時
間
を
か
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」「
ぼ
ん
や
り
と
し

か
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
成
文

化
で
き
た
の
は
収
穫
。
絵
に
描
い
た

餅
に
な
ら
な
い
よ
う
実
践
に
つ
な
げ

た
い
」「
半
年
間
、
自
分
と
同
じ
よ

う
な
悩
み
を
持
つ
経
営
者
と
意
見
交

換
で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ

た
」
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
期
の
「
経
営
指
針
を
つ
く
る

会
」
も
今
年
度
同
様
、
夏
か
ら
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
決
定
次
第
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

半年間に及ぶ研修の集大成半年間に及ぶ研修の集大成
第28期経営指針をつくる会・発表会第28期経営指針をつくる会・発表会
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心
と
身
体
の
癒
し
を
求
め
て

そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く

恒
例
の
祈
願
例
会
を
開
催

鶴
の
花
部
会
勉
強
会

沼
田
支
部
１
月
例
会

太
田
支
部
１
月
例
会

　

女
性
経
営
者
、
社
長
夫
人
な
ど
立

場
の
違
う
人
同
士
、
同
じ
境
遇
の
人

同
士
が
交
流
し
、
様
々
な
角
度
か
ら

学
び
合
え
る
場
を
作
り
活
動
す
る
鶴

の
花
部
会
で
は
、
一
月
二
十
九
日

（
月
）、
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室
を

会
場
に
「
心
と
身
体
の
癒
し
を
求
め

て
～
ア
ロ
マ
の
魅
力
と
効
果
を
知
ろ

う
～
」
と
題
し
て
勉
強
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
で
は
、
一
月
二
十
二
日

　

太
田
支
部
で
は
、
一
月
十
八
日

（
木
）、冠
稲
荷
神
社
テ
ィ
ア
ラ
グ
リ
ー

ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
、
恒
例
と
な
っ

た
新
春
祈
願
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
祈
願
で
は
、
例
年
通
り

参
加
企
業
の
名
前
を
読
み
上
げ
て
商

売
繁
盛
を
祈
願
し
、
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
を
込
め
て
太
鼓
を
叩
き
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
新
年
会
で
は
、
乾
杯
の

後
、
程
よ
く
お
酒
も
進
ん
だ
頃
合
い

　

さ
く
ら
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ス
ク
ー

ル
を
運
営
す
る
㈱
さ
く
ら
オ
フ
ィ

ス
、代
表
取
締
役
・
浅
井
明
美
氏
（
富

岡
安
中
支
部
）
を
講
師
に
迎
え
、
ア

ロ
マ
（
香
り
）
が
身
体
に
与
え
る
影

響
や
香
り
の
違
い
に
よ
り
得
ら
れ
る

心
理
的
効
果
な
ど
を
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
効
果
的
な
芳

香
浴
の
や
り
方
や
数
種
類
の
香
り
か

ら
自
分
に
合
う
物
を
選
び
ア
ロ
マ
ス

プ
レ
ー
を
作
る
と

い
っ
た
ワ
ー
ク
も

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
ア
ロ
マ
の
種
類

と
効
果
を
学
べ
た

の
で
、
ス
ト
レ
ス

緩
和
に
役
立
て
た

い
」「
自
分
に
合

う
香
り
を
見
つ
け

る
事
が
出
来
た
」

「
好
み
の
香
り
と

期
待
で
き
る
効
果

の
違
い
か
ら
、
今

後
の
ア
ロ
マ
選
び

の
幅
が
拡
が
っ

た
」
と
い
っ
た
感

想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

（
月
）、
沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
一
般
社
団
法
人
ｈ
ｙ
ｇ

ｇ
ｅ
・
代
表
理
事
、
角
田
純
子
氏
を

講
師
に
迎
え
「
そ
の
人
が
そ
の
人
ら

し
く
～
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
―
ｋ
ａ
ｒ
ａ
始
め

る
新
た
な
一
歩
を
」
と
題
し
て
、
障

害
福
祉
事
業
の
現
状
と
個
別
の
対
応

法
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

角
田
氏
は
自
己
紹
介
と
起
業
の
経

緯
に
加
え
、
運
営
す
る
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
と
自
立
訓
練
（
生
活

訓
練
）
に
つ
い
て
紹
介
し
、
増
加
傾

向
に
あ
る
障
害
者
数
や
民
間
企
業
で

の
障
害
者
雇
用
の
現
状
な
ど
も
各
種

デ
ー
タ
か
ら
解
説
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
発
達
障
害
と
精
神
疾
患
の
主
な

特
徴
と
特
性
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
合
わ
せ
た
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
も
紹

介
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
大
事
な
事

は
病
気
（
診
断
）
で
は
な
く
〝
そ
の

人
〟
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
障
害

や
病
気
の
有
無
に
関
係
な
く
誰
に
で

も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
社
員
の
個
性
と
ど
う

向
き
合
う
か
」
の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー

プ
討
論
を
行
い
、
社
員
と
の
関
係
性

構
築
の
ヒ
ン
ト
や
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

で
㈲
佐
藤
製
作
所
・
佐
藤
平
氏
の
日

本
語
に
つ
い
て
の
話
を
呼
び
水
に
、

各
テ
ー
ブ
ル
で
「
今
年
の
抱
負
を
漢

字
一
文
字
で
表
す
と
？
」
を
テ
ー
マ

に
歓
談
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
挑

戦
」
や
「
飛
躍
」
な
ど
前
向
き
な
言

葉
か
ら
一
文
字
を
選
ん
で
い
る
様
子

が
伺
え
ま
し
た
。

　

経
営
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
は
決

し
て
良
く
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
参
加
企
業

の
経
営
努
力
に
加
え
、
祈
願
で
の
神

頼
み
で
、
経
営
の
荒
波
も
乗
り
越
え

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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中
小
企
業
の
財
務
戦
略

失
敗
の
９
割
が
新
し
い
売
上
を
つ
く
る

あ
な
た
の
職
場
に
潜
む
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

前
橋
支
部
１
月
例
会

伊
勢
崎
支
部
１
月
例
会

桐
生
支
部
１
月
例
会

　

前
橋
支
部
で
は
、
一
月
十
七
日

（
水
）、
和
食
遊
処
椿
屋
本
店
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
中

小
企
業
の
財
務
戦
略
、
銀
行
交
渉
に

つ
い
て
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
チ
ャ
ン

ネ
ル
登
録
者
数
四
万
人
超
の
実
力
派

ビ
ジ
ネ
ス
系
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
で
も

あ
る
税
理
士
法
人
古
田
土
会
計
・
森

尾
勝
俊
氏
を
お
迎
え
し
て
、
専
門
家

と
し
て
の
知
見
と
実
践
事
例
を
交
え

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

財
務
戦
略
で
は
、
破
産
手
続
き
開

　

一
月
二
十
三
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
一

月
例
会
」
を
開
催
。
地
域
の
パ
ン
屋

さ
ん
の
パ
ン
を
独
自
の
冷
凍
技
術
で

配
送
す
る
㈱
パ
ン
フ
ォ
ー
ユ
ー
、
代

表
取
締
役
・
矢
野
健
太
氏
を
招
い

て
「
失
敗
の
九
割
が
新
し
い
売
上
を

つ
く
る
～
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
期
の
実
体
験

～
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

起
業
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、

伸
び
て
い
る
市
場
（
パ
ン

×
冷
凍
×
宅
配
）
に
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出

し
、
そ
こ
に
経
営
資
源
を

投
下
し
て
い
っ
た
矢
野

氏
。
二
〇
一
七
年
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
パ
ン
を
皮
切

り
に
、
パ
ン
フ
ォ
ー
ユ
ー

オ
フ
ィ
ス
、パ
ン
ス
ク（
個

人
向
け
）
な
ど
の
新
規
事

業
を
次
々
と
展
開
し
、
挑

戦
（
失
敗
）
に
よ
る
教
訓

を
最
大
限
に
生
か
し
て
き

た
実
体
験
を
赤
裸
々
に
報

告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新

規
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る

上
で
必
要
な
「
ト
ッ
プ
の

決
断
力
」
や
「
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
法

（
初
速
の
つ
け
方
）」
の
重
要
性
に
も

言
及
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
の
新
規
事

業
を
開
発
す
る
の
に
必
要
な
こ
と
は

何
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討

論
を
実
施
。「
戦
略
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
成
功
は
な
い
」「
経
営
者

が
ど
れ
だ
け
頭
の
ネ
ジ
を
外
せ
る

か
」「
ト
ッ
プ
の
情
熱
、
い
か
に
楽

し
め
る
か
が
カ
ギ
」
な
ど
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
五
日
（
木
）、
桐
生
市
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐
生

始
の
原
因
に
な
る
「
支
払
不
能
、
債

務
超
過
」
を
回
避
す
る
為
に
、
貸
借

対
照
表
（
Ｂ
／
Ｓ
）
を
中
心
に
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
ま
し
た
。
銀
行
交
渉

で
は
「
借
り
ら
れ
る
時
に
借
り
て
お

く
」
と
い
う
事
を
基
本
ス
タ
ン
ス
と

し
て
、
借
入
金
の
本
数
や
取
引
銀
行

の
数
、
銀
行
側
が
評
価
す
る
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
実
例
を
交
え
な
が
ら
解

説
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
す
ぐ

に
財
務
状
況
を
確
認
し
た
い
」「
財
務

に
潜
む
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

～
な
ぜ
私
た
ち
は
無
意
識
の
思
い
込

み
を
し
て
し
ま
う
の
か
？
～
」
を
テ
ー

マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
と

は
、そ
の
人
の
過
去
の
経
験
や
知
識
、

価
値
観
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
認
知
や
判

断
を
自
動
的
に
行
い
、
何
気
な
い
発

言
や
行
動
と
し
て
現
れ
る
こ
と
。
齋

藤
氏
は
、
一
般
的
な
バ
イ
ア
ス
の
種

類
や
思
い
込
み
（
偏
見
）
を
し
て
し

ま
う
理
由
、
社
内
で
の
具
体
的
な
事

知
識
が
深
ま
り
、
銀
行
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
参
考
に

な
っ
た
」「
銀
行
側
の
見
る
ポ
イ
ン
ト

が
わ
か
っ
た
の
で
意
識
し
て
い
き
た

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

例
な
ど
を
解
説
。
各
項
目
の
合
間
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、
参

加
者
同
士
が
学
び
合
う
ス
タ
イ
ル
で

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
報
告
の
ま
と

め
で
は
「
自
分
自
身
が
気
づ
け
る
か

ど
う
か
、
気
づ
こ
う
と
す
る
意
識
が

あ
る
か
ど
う
か
が
大
事
」
と
参
加
者

に
投
げ
掛
け
ま
し
た
。

　

例
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
偏
見
の

塊
で
あ
る
自
分
を
見
つ
め
直
す
良
い

機
会
に
な
っ
た
」「
思
い
込
み
や
決

め
つ
け
の
せ
い
で
色
々
な
チ
ャ
ン
ス

を
逃
し
て
い
る
こ
と
を
反
省
」「
多

様
な
価
値
観
、
考
え
方
を
生
か
せ
る

組
織
に
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

支
部
一
月
例

会
」
を
開

催
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
サ
ポ
ー

ト
、
代
表
・

齋
藤
由
起
子

氏
（
桐
生
支

部
）
が
「
あ

な
た
の
職
場
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経
営
指
針
を
つ
く
る
会
参
加
報
告

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

富
岡
安
中
支
部
１
月
例
会

渋
川
吾
妻
支
部
１
月
例
会

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
一
月

二
十
六
日
（
金
）、
富
岡
商
工
会
議
所

会
館
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。「
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
・

参
加
報
告
」
と
題
し
て
、
ヒ
ロ
キ
Ｉ

Ｔ
サ
ポ
ー
ト
・
廣
木
克
之
氏
。
茂
木

食
品
工
業
㈱
・
茂
木
進
氏
の
二
名
が

成
果
と
感
想
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
期
が
初
参
加
と
な
っ
た
廣
木
氏

は
、
参
加
の
経
緯
や
気
持
ち
の
変
化

等
を
紹
介
し
た
後
に
、
成
文
化
し
た

指
針
書
を
報
告
。「
受
講
費
以
上
の

価
値
が
あ
る
。
一
日
で
も
早
く
参
加

し
た
方
が
良
い
」
と
自
身
が
体
験
し

た
感
想
を
伝
え
ま
し
た
。

　

茂
木
氏
は
「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
営

危
機
に
加
え
、
回
復
し
な
い
経
済
状

況
か
ら
経
営
の
立
て
直
し
を
図
る
た

め
」
と
継
続
参
加
の
理
由
を
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、
複
数
年
参
加
す
る
会

員
の
安
定
し
た
経
営
に
も
触
れ
、
継

続
す
る
重
要
性
と
指
針
書
の
奥
深
さ

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
社
長

の
姿
勢
が
一
番
大
切
、
自
分
の
甘
さ

を
痛
感
し
た
」「
理
念
と
計
画
、
会

社
の
将
来
を
見
通
す
為
に
有
効
」
と

い
っ
た
感
想
が
綴
ら
れ
た
ほ
か
、
そ

の
場
で
次
期
の
参
加
を
宣
言
す
る
会

員
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
二
日
（
月
）、
ホ
ワ
イ

ト
パ
ー
ク
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻
支

部
一
月
例
会
」
を
開
催
。
新
会
員
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
同
支
部
の
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
っ
た
二
名
の
報
告
＋
歓
迎
会

を
メ
イ
ン
に
企
画
・
設
営
さ
れ
ま
し

た
。
対
象
の
新
会
員
は
、
㈲
岸
住
宅

資
材
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｕ

Ｓ
）・
岸
貴
浩
氏
、
㈱
エ
イ
ワ
・
天

川
由
起
子
氏
。

　

群
馬
同
友
会
五
〇
周
年
記
念
動
画

の
上
映
に
続
き
、
岸
氏
・
天
川
氏
が

「
ち
ょ
っ
と
長
め
の
自
己
紹
介
」
と

題
し
、
自
身
の
経
歴
や
会
社
概
要
、

新
事
業
ス
タ
ー
ト
の
き
っ
か
け
や
社

長
就
任
の
経
緯
、
自
社
あ
る
い
は
業

界
全
体
の
課
題
、
同
友
会
入
会
の
抱

負
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

池
沢
支
部
長
の
歓
迎
の
言
葉
と
と
も

に
、
三
つ
の
目
的
＆
バ
ッ
ジ
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
年
会
を
兼
ね
た
新
会
員
歓
迎
会

で
は
、
お
酒
と
食
事
を
楽
し
み
な
が

ら
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
近
況
報
告
や

年
頭
の
経
営
目
標
な
ど
を
交
流
。
ま

　

一
月
十
七
日
（
水
）、
高
崎
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
高
崎

支
部
一
月
例
会
」
を
開
催
。
㈱
石
井

工
機
、
代
表
取
締
役
・
石
井
安
美
氏

（
高
崎
支
部
）が
報
告
者
を
務
め
、「
不

健
康
社
長
が
語
る
健
康
経
営
の
ス
ス

メ
～
利
益
向
上
、
新
卒
採
用
、
離
職

防
止
に
つ
な
が
る
ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
社
の
取

り
組
み
や
成
果
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。

　

石
井
氏
は
、
健
康
経
営
の
必
要
性

に
続
き
、
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
（
コ
コ
カ
ラ
）
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
の
設
置
、
健
康
改

善
手
当
、
健
康
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
な
ど
、
自
社
に
お
け
る
取
り
組

み
を
紹
介
。
合
わ
せ
て
、
売
上
高
・

利
益
の
向
上
、
四
年
間
離
職
者
ゼ
ロ

な
ど
の
成
果
を
語
り
ま
し
た
。ま
た
、

健
康
経
営
優
良
法
人
申
請
（
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
ス
ス
メ
）
や
今
後
の
課

題
に
触
れ
た
上
で
「
継
続
に
は
覚
悟

と
忍
耐
と
パ
ワ
ー
が
必
要
だ
が
、
ぜ

ひ
一
日
も
早
く
始
め
て
ほ
し
い
」
と

参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
健
康
に
対
し
て

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論

を
実
施
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
事
業
の
継
続
・
発
展
に
健
康
経
営

は
不
可
欠
」「
心
の
健
康
も
会
社
側

の
義
務
と
痛
感
し
た
」「
リ
ア
ル
な

社
員
の
反
応
や
必
要
コ
ス
ト
を
考
え

る
機
会
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

不健康社長が語る
� 健康経営のススメ

高崎支部１月例会

た
、
ベ
テ
ラ

ン
会
員
が
新

会
員
に
対

し
、
同
友
会

の
活
用
術
に

つ
い
て
レ
ク

チ
ャ
ー
す
る

姿
が
印
象
的

で
し
た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【特産ウメでシェイク】
� 赤城フーズ㈱
　前橋商業高校商業科の３年生４人が前橋市の企業
などと、本県特産のウメを活用したシェイクを共同
開発した。多くの人にウメを食べてもらおうと考え
「百点満点の出来栄え」とする自信作。27 日から市
内のカフェで販売する。
　課題研究の授業の一環で、若者のウメ離れや県内
の消費量に着目し、カフェ・甘味処ことほぎ、漬物
製造販売の赤城フーズ㈱（代表取締役社長・遠山昌
子氏／前橋支部所属）と協力して商品化を進めた。
　同社のカリカリ梅商品「梅ジェンヌ」やバニラア
イスなどを混ぜたシェイクにホイップクリームを乗
せ、仕上げに梅ジェンヌとサツマイモチップをあし
らった。ウメの酸味がアクセントとなり、さっぱり
した甘さが特長。� ［１／ 24 付上毛］

【県庁で多文化共創シンポ】
� 石川建設㈱
� ㈲農園星ノ環
　外国人材と共に新たな企業価値を創造する事業者
を認証する県の「多文化共創カンパニー」制度を周
知するシンポジウムが 23 日、県庁で開かれた。県
内企業の労務担当者、留学生の就職支援者、県職員、
オンライン参加者らを含めた約 120 人が認証企業の
取り組みに理解を深めた。
　石川建設㈱（部長・石川貢氏／太田支部所属）の
天笠一管理本部長、㈲農園星ノ環の星野高章社長（沼
田支部所属）、社会福祉法人ほたか会の富沢伸也総
務担当部長が登壇。技術者や管理職などの立場で活
躍する外国籍社員の様子や、生活を支える日本語教
育の体制、帰国後を見据えた起業ゼミの実施といっ
た取り組みを紹介した。� ［１／ 24 付上毛］

【職場環境変え女性活躍】
� 群馬小型運送㈱
　総合物流業の群馬小型運送㈱（代表取締役社長・
川手和義氏／高崎支部所属）は、労働力不足を克服
するため男性中心の業界イメージを一新した。女性
活躍をはじめ、若手の人材確保や定着に向けた取り
組みを進めている。
　食品、化学品、建築資材など取り扱う商品は多岐
にわたる。10 年前から毎年、新卒採用を実施。外
部コンサルタントの指導を受け、求人を内製化する
など採用に力を入れる。
　2013 年に移転した本社では女性が働きやすいよ
う、大きな鏡や洗面台を配置した女性専用のパウ
ダールームを設置。女性社員の要望で運転しやすい
コンパクトカーの営業車も導入した。トラック運転

手 75 人のうち女性は２人とまだ少ないが、事務職
は女性が半数超えの９人に上る。定期採用を始めて
から、女性社員が大幅に増えている。
　運転手と作業員のユニホームを作業服からカジュ
アルウェアに変更。事務職の女性は制服を着用して
いるが、ジェンダー平等の観点から、３月から全員
が私服に切り替わる。� ［１／ 25 付上毛］

【薬や病気めぐる民俗】
� 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋
支部所属）の地域連携講座「上毛を学ぶ」が 10 日、
同市日輪寺町の南橘公民館で開かれ、神奈川大日本
常民文化研究所特別研究員の鈴木英恵さん（高崎市
在住）が「薬をめぐる民俗―日々の生活と薬のかか
わり」と題して講演した。地域住民約40人が参加し、
医療に関わる地域の民俗について理解を深めた。
� ［２／ 11 付上毛］

【渋川工高生考案のパンケーキ商品化】
� ㈲綿光堂
　渋川市内の高校に通う生徒による創作メニューの
おいしさを競う「しぶかわパンケーキ甲子園」（渋
川商工会議所青年部実行委員会主催）で優勝したパ
ンケーキが商品化された。渋川工業高校の軽音楽部
員５人でつくるチームが考案し、市内の老舗菓子店
が協力した。
　イベントは昨年 11 月に市役所駐車場で開かれ、
５校６チームが出場、来場者の投票で決めた。考案
したパンケーキは、クリームチーズとブルーベリー、
はちみつ、リンゴを２枚の生地で挟んだ。用意した
200 個は２時間ほどで完売する人気ぶりで、１位に
選ばれた。
　商品化は、創業約 130 年の菓子店「綿光堂」（㈲
錦光堂、代表取締役・為谷貴士氏／渋川吾妻支部所
属）が手がけた。商品名は「ホットでグッドなパン
ケーキ」。はやりの曲の歌詞を引用したという軽音
楽部らしいチーム名をそのまま採用した。
　１個 400 円。保存期間の長い冷凍仕様とし、錦光
堂本店と渋川地区名産品センターで半年程度販売す
る。� ［２／ 16 付上毛］

【組織変更＆事務所移転】
　HORi 会計、代表・堀口祐介氏（高崎支部所属）は、
この度、「税理士法人スピカ」に組織変更し、合わ
せて下記の通り事務所を移転しました。
〒 370-3524　高崎市中泉町 629-8

【社名変更】
　群馬小型運送㈱、代表取締役・川手和義氏（高崎
支部所属）は、この度、「ＧＫＵ㈱」に社名変更し
ました。
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優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

第10回

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

日
時　

二
月
六
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、
阿
久
戸
、
理
事
／
小
板
橋
、
提

箸
、
本
多
、
小
林
、
佐
藤
、
高
屋
敷
、

小
池
、
鈴
木
、
周
藤
、
神
保
、
佐
藤
、

齋
藤
、
阿
久
戸
、
村
岡
、
中
西
、
関

口
、
石
原
、
事
務
局
／
阿
久
澤
、
竹

内
（
役
員
計
二
十
一
名
）

【
議　

事
】

　

杉
﨑
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
十
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
中
同
協
第
三
回
幹
事
会
の
参
加
報

告
が
、
町
田
代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま

し
た
。

②
新
島
短
期
大
学
・
社
会
人
力
養
成

講
座
の
概
要
説
明
と
合
わ
せ
て
、
各

支
部
へ
の
登
壇
者
選
任
依
頼
が
、
杉

﨑
副
代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

③
能
登
半
島
地
震
支
援
金
の
入
金
状

況
と
送
金
（
第
一
次
分
）
報
告
が
、

事
務
局
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．U

PD
ATE EARTH

2024

後

援
依
頼
に
つ
い
て

　

三
月
二
日
、
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム

前
橋
で
開
催
さ
れ
る
「U

PD
A
T
E 

EA
RT
H
2024

」
の
後
援
依
頼
を
承

認
し
ま
し
た
。

２
．
第
五
十
二
回
定
時
総
会
の
開
催

概
要
に
つ
い
て

　

四
月
十
八
日
（
木
）
開
催
予
定
の

第
五
十
二
回
定
時
総
会
の
概
要
（
会

場
・
記
念
講
演
な
ど
）
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

３
．
新
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点

方
針
案
の
検
討

　

※
こ
の
後
の
意
見
交
換
に
て
。

４
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
退
会
者
四
名

を
承
認
。
会
員
数
は
五
三
〇
名
と
な

り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

新
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
方

針
の
た
た
き
台
（
総
務
会
案
）
が
町

田
代
表
理
事
か
ら
提
案
さ
れ
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
今
回
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま

え
て
総
務
会
で
再
検
討
し
、
次
回
理

事
会
で
改
め
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
部
門
方
針
案

の
検
討
・
作
成
が
各
組
織
担
当
者
に

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
第
十
一
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
吉

池
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
三
月
五
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）


